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は
じ
め
に

 　

ロ
シ
ア
の
軍
人
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ゲ
オ
ル
ギ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ

（
一
八
七
五
～
一
九
三
三
）
は
、
一
九
一
八
年
の
暮
れ
に
来
日
し
、
一
九
二
〇

年
初
め
ま
で
日
本
に
滞
在
し
た
。
一
九
一
八
年
一
二
月
三
〇
日
朝
、「
シ
ン

ビ
ル
ス
ク
」
号
を
下
船
し
て
敦
賀
に
上
陸
す
る
と
、
参
謀
本
部
ロ
シ
ア
班
井

染
禄
朗
中
佐
（
一
八
七
八
～
一
九
三
〇
）
が
彼
を
出
迎
え
、
東
京
ま
で
案
内

し
た
。

　

彼
は
そ
の
後
東
京
を
中
心
に
滞
在
し
、
日
本
陸
軍
の
軍
人
た
ち
や
、
来
日

も
し
く
は
日
本
駐
在
中
の
ロ
シ
ア
人
た
ち
と
交
際
し
な
が
ら
一
年
余
り
を
日

本
で
過
ご
し
た
が
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
が
倒
れ
極
東
に
大
変
動
が
起
こ
り

つ
つ
あ
っ
た
一
九
二
〇
年
一
月
一
七
日
に
日
本
を
出
立
し
、
同
一
九
日
に
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
土
を
踏
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
日
本
軍
が
沿
海
州
か
ら
撤
兵
す
る
ま
で
の
二
年
九
个
月
間
、
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
政
情
は
何
度
も
転
変
し
た
が
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
そ
の
渦

中
に
お
い
て
、
穏
健
派
の
軍
人
・
政
治
家
と
し
て
一
定
の
存
在
感
を
示
し
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
一
九
二
二
年
一
〇
月
二
五
日
に
日
本
軍
が
沿
海
州
か

ら
撤
兵
し
た
後
も
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
ほ
ど
な
く
一
一
月

五
日
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
。
釈
放
後
、
ボ
ル
デ
ィ
レ

フ
は
、
自
分
の
ロ
シ
ア
革
命
・
内
戦
期
の
体
験
に
つ
い
て
、
日
記
を
も
と
に

し
た
著
書
『
執
政
政
府
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
、
干
渉
軍
』（
ノ
ヴ
ォ
ニ
コ
ラ
エ

フ
ス
ク
、
一
九
二
五
年
）
を
出
版
し
た︵

１
︶。

こ
こ
に
は
、
一
九
一
八
年
三
月
の

出
獄
に
は
じ
ま
り
一
九
二
二
年
一
〇
月
の
沿
海
州
か
ら
日
本
軍
の
撤
兵
・
白

系
政
権
の
崩
壊
ま
で
の
興
味
深
い
体
験
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
本
は
、
シ
ベ
リ

ア
出
兵
史
を
研
究
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
史
料
で
あ
り
な
が
ら
、

残
念
な
が
ら
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
そ
の
人
に
つ
い
て
の
研
究
も
多
く
な
い︵

２
︶。

ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
と
日
本

一
九
一
九
年
滞
日
期
を
中
心
に

兎
内 

勇
津
流

論
文

ロシア史研究105 号  3 ─ 22
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本
論
文
は
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
上
述
の
著
書
を
主
な
材
料
と
し
つ
つ
、
ロ

シ
ア
と
欧
米
の
新
し
い
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
期
、
特
に

日
本
に
滞
在
し
た
時
期
の
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
に
つ
い
て
検
討
し
、
内
戦
の
複
雑

な
状
況
に
お
け
る
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
立
場
、
お
よ
び
彼
と
日
本
と
の
か
か
わ

り
を
理
解
す
る
手
が
か
り
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
成
立
ま
で
の
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
陸
軍
の
軍
人
で
あ
る
。
一
八
七
五
年
に

シ
ン
ビ
ル
ス
ク
県
ス
ィ
ズ
ラ
ン
市
の
鍛
冶
屋
の
家
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
ペ
ン

ザ
の
測
量
士
学
校
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
軍
事
測
量
学
校
を
経
て
、
一
九
〇
三

年
に
参
謀
本
部
陸
軍
大
学
校
を
卒
業
し
、
陸
軍
将
校
と
な
っ
た
。
日
露
戦

争
に
参
加
し
、
足
を
負
傷
し
た
。
そ
の
後
、
参
謀
本
部
陸
軍
大
学
校
教

官
（
一
九
一
一
～
一
九
一
四
年
）
な
ど
を
経
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の

一
九
一
六
年
九
月
、
北
部
方
面
軍
参
謀
長
と
な
る
が
、
そ
の
在
職
中
、
プ
ス

コ
フ
で
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
（
一
八
六
八
～
一
九
一
八
）
の
側
に
あ
っ
た
時

二
月
革
命
が
発
生
し
、
ニ
コ
ラ
イ
二
世
は
退
位
し
た
。

　

こ
の
年
、
彼
は
陸
軍
中
将
に
進
級
し
、
第
一
二
軍
第
四
三
軍
団
司
令
官
、

次
い
で
第
五
軍
司
令
官
に
就
い
た
。
十
月
革
命
に
よ
り
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が

政
権
を
取
る
と
、
新
し
い
最
高
司
令
官
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
逮

捕
・
収
監
さ
れ
、「
憲
法
制
定
会
議
を
通
じ
て
表
明
さ
れ
る
ロ
シ
ア
国
民
の

意
思
だ
け
が
私
に
命
令
を
与
え
る
」
と
述
べ
て
軍
法
会
議
に
よ
っ
て
有
罪
と

さ
れ
た
が
、
一
九
一
八
年
三
月
に
釈
放
さ
れ
た︵

３
︶。

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
そ
の
後
、
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
系
政
治
家
と
軍
人
の
協

同
を
目
指
し
て
エ
ス
エ
ル
系
の
一
派
が
結
成
し
た
ロ
シ
ア
再
生
同
盟С

ою
з 

возрож
дения России

に
参
加
す
る︵

４
︶。

　

一
九
一
八
年
九
月
に
ウ
フ
ァ
で
開
催
さ
れ
た
国
家
協
議
会
に
、
ボ
ル
デ
ィ

レ
フ
は
ロ
シ
ア
再
生
同
盟
を
代
表
し
て
参
加
し
、
執
政
政
府
の
執
政
官
兼
ロ

シ
ア
陸
海
軍
総
司
令
官
と
な
っ
た︵

５
︶。

し
か
し
、
執
政
政
府
は
赤
軍
の
攻
勢
の

前
に
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
オ
ム
ス
ク
に
移
動
し
、
一
一
月
二
日
に
同
地

に
あ
っ
た
シ
ベ
リ
ア
臨
時
政
府
と
協
定
を
結
ん
で
そ
れ
と
合
同
し
、
全
ロ
シ

ア
臨
時
政
府
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
陸
海
軍
相
に
招
か
れ
た
の

が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
提
督
（
一
八
七
四
～
一
九
二
〇
）

だ
っ
た
。
そ
の
わ
ず
か
半
月
後
、
一
一
月
一
七
日
夜
か
ら
翌
日
に
か
け
て
の

政
変
に
よ
り
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
は
全
ロ
シ
ア
政
府
を
統
轄
す
る
最
高
執
政
官

に
就
き
、
政
権
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

　

当
初
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
を
政
権
に
招
い
た
当
人
だ
っ
た
が
、

こ
の
よ
う
に
し
て
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
の
独
裁
政
権
が
誕
生
す
る
と
、
そ
の
ま
ま

職
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
よ
し
と
せ
ず
、
下
野
し
て
日
本
に
向
か
っ
た
。

　

な
お
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
を
誕
生
さ
せ
た
政
変
は
、
そ
れ
自
体
が
ロ
シ

ア
内
戦
史
の
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
近

年
、
革
命
内
戦
期
の
陸
軍
研
究
で
次
々
と
業
績
を
上
げ
つ
つ
あ
る
研
究
者
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ガ
ー
ニ
ン
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
が

卒
業
し
、
そ
の
後
教
官
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
こ
の
参
謀
本
部
陸
軍
大
学
校

の
人
脈
が
、
オ
ム
ス
ク
の
政
変
を
準
備
し
実
行
し
た
軍
人
た
ち
を
結
び
つ
け
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る
鍵
で
あ
り
、
校
長
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ア
ン
ド
ー
グ
ス
キ
ー
陸
軍
少
将

（
一
八
七
六
～
一
九
三
一
）
が
政
変
に
お
け
る
役
割
を
割
り
振
っ
た
と
い
う
。

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
が
こ
の
陸
軍
大
学
校
の
人
脈
に
連
な
る
有
力
人
物
だ
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
し
、
政
治
的
傾
向
の
相
違
に
よ
り
陰
謀
か
ら
外
さ
れ
、

彼
の
不
在
中
に
事
件
が
起
こ
る
よ
う
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
の
で
あ
る︵

６
︶。

二
、
来
日
直
前
の
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
と
日
本

　

コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
か
ら
距
離
を
と
っ
た
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
翌
一
二
月

に
来
日
す
る
。
彼
は
な
ぜ
来
日
し
た
の
か
。
そ
こ
に
は
彼
な
り
の
状
況
判
断

と
、
人
間
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る︵

７
︶。

　

す
な
わ
ち
、
状
況
判
断
と
し
て
は
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
が
そ
の
ま
ま
で

は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
の
闘
争
を
勝
ち
抜
く
力
が
な
く
、
連
合
国
の
支
援
を

必
要
と
す
る
。
そ
の
中
で
実
質
的
な
支
援
が
可
能
な
の
は
日
本
で
あ
ろ
う
と

い
う
判
断
で
あ
る
。
ま
た
、
来
日
に
当
た
っ
て
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
極
東
の

経
済
界
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
い
た︵

８
︶。

　

一
一
月
末
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
オ
ム
ス
ク
を
離
れ
て
極
東
に
向
か
っ
た
。

途
中
チ
タ
で
、
当
時
ザ
バ
イ
カ
ル
を
実
質
的
に
支
配
し
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
の
政

変
が
起
こ
る
と
当
初
こ
れ
を
認
め
な
い
立
場
を
取
っ
た
グ
リ
ゴ
リ
ー
・
セ

ミ
ョ
ー
ノ
フ
（
一
八
九
〇
～
一
九
四
六
）
と
面
会
し
、
一
二
月
一
二
日
に
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
入
っ
た
。

　

同
地
で
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ッ
ク
ス

陸
軍
少
将
（
一
八
七
〇
～
一
九
六
四
）
や
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ロ
ジ
ャ
ン
コ
陸
軍

大
佐
（
一
八
八
〇
～
一
九
六
五
）
と
会
食
し
、
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ド
マ
ネ
フ

ス
キ
ー
元
沿
ア
ム
ー
ル
軍
管
区
参
謀
長
（
一
八
七
八
～
一
九
三
七
）、
ハ
リ

ト
ン
・
ブ
テ
ン
コ
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
要
塞
司
令
官
（
一
八
七
八
～
？
）
を

は
じ
め
と
す
る
、
ロ
シ
ア
の
軍
人
た
ち
と
も
交
際
し
た
。

　

日
本
人
で
は
、
先
ず
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
参
謀
の
荒
木
貞
夫
陸
軍
大
佐

（
一
八
七
七
～
一
九
六
六
）
と
面
談
す
る
。
荒
木
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
観

戦
武
官
と
し
て
ロ
シ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
経
歴
が
あ
り
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
と
は

す
で
に
面
識
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
彼
は
、
ザ
バ
イ
カ
ル
を
沿
海
州
に

併
合
す
る
問
題
を
軍
事
的
観
点
か
ら
論
じ
、
日
本
側
に
軍
事
援
助
の
用
意
が

あ
る
こ
と
を
語
っ
た
と
い
う︵

９
︶。

　

次
い
で
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
一
二
月
一
四
日
に
渡
辺
理
恵
駐
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
領
事
と
会
談
し
た
。
こ
の
時
、
田
中
義
一
陸
相（
一
八
六
四
～
一
九
二
九
）

が
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
駐
在
武
官
だ
っ
た
時
代
、
渡
辺
が
そ
の
通
訳
を
務
め
た
昔

話
が
出
た
。

　

一
二
月
二
〇
日
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
大
谷
喜
久
蔵
連
合
国
軍
総
司
令
官

（
一
八
五
六
～
一
九
二
三
）
と
中
島
正
武
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
参
謀
・
陸
軍
少

将
（
一
八
七
〇
～
一
九
三
一
）
を
訪
問
す
る
。
中
島
は
大
戦
前
に
駐
露
大
使

館
付
き
武
官
を
務
め
た
経
歴
が
あ
り
、
す
で
に
面
識
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
が
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
に
よ
る
彼
の
評
価
は
「
狡
猾
な
ア
ジ
ア
人
で
、
大
策

略
家
と
し
て
評
判
だ
」
と
、
非
常
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
。

　

翌
二
一
日
、
松
平
恒
雄
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
政
務
部
長
（
一
八
七
七
～

一
九
四
九
）
と
渡
辺
理
恵
が
来
訪
す
る
。
日
本
滞
在
の
希
望
を
聞
い
て
二
人



6『ロシア史研究』105号

は
喜
ん
だ
と
い
う
。
一
方
の
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
本
人
は
、
自
分
で
日
本
と
日
本

人
を
見
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
た
。

　

一
二
月
二
六
日
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ベ
リ
ア
派
遣

軍
司
令
官
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｓ
・
グ
レ
ー
ヴ
ス
陸
軍
少
将
（
一
八
六
五
～

一
九
四
〇
）
と
長
時
間
話
し
込
ん
だ
。

　

同
月
二
八
日
、
出
発
直
前
に
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ホ
ル

ヴ
ァ
ー
ト
中
将
（
一
八
五
八
～
一
九
三
七
）
を
あ
い
さ
つ
に
訪
問
す
る
と
、

「
シ
ン
ビ
ル
ス
ク
」
号
で
敦
賀
に
向
か
っ
た
。

三
、
日
本
滞
在
前
期
（
一
九
一
九
年
冬
～
春
）
の
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ

　

一
九
一
八
年
暮
れ
の
来
日
時
、
井
染
中
佐
が
彼
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
た

こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

　

そ
の
後
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
田
中
義
一
陸
相
、上
原
勇
作
参
謀
総
長（
一
八
五
六

～
一
九
三
三
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
首
脳
部
を
含
む
何
人
も
の
日
本
陸
軍
関

係
者
と
次
々
に
面
会
し
、
陸
軍
の
学
校
を
い
く
つ
か
視
察
し
た
。
当
然
こ
れ

に
は
陸
軍
と
し
て
の
意
向
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
一
月
七
日
、
参
謀
本
部
を
訪
問
し
て
宇
垣
一
成
総
務
部
長
兼

第
一
部
長
（
一
八
六
八
～
一
九
五
六
）、
上
原
勇
作
参
謀
総
長
、
福
田
雅
太

郎
参
謀
次
長
（
一
八
六
六
～
一
九
三
二
）
に
面
会
す
る
。
上
原
は
フ
ラ
ン
ス

語
が
上
手
だ
っ
た
が
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
ロ
シ
ア
語
で
話
し
井
染
に
通
訳
し

て
も
ら
う
こ
と
を
選
ん
だ
。

　

翌
一
月
八
日
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
滞
在
す
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
で
福

田
参
謀
次
長
、
井
染
中
佐
と
朝
食
。
シ
ベ
リ
ア
で
反
日
宣
伝
が
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
と
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
の
関
係
は
ど
う
か
、
ア

メ
リ
カ
が
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
占
有
す
る
意
図
が
あ
る
か
ど
う
か
が
話
題
に

な
っ
た
。

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
日
本
は
シ
ベ
リ
ア
で
何
を
達
成
し
た
い
の
か
と
質
問

し
、
目
賀
田
種
太
郎
（
一
八
五
三
～
一
九
二
六
）
を
委
員
長
と
す
る
臨
時
西

比
利
亜
経
済
援
助
委
員
会
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
二
人
は
微
笑
し
て
、
軍

人
に
は
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
た
と
い
う
。

　

一
日
お
い
て
一
月
一
〇
日
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
陸
軍
省
に
田
中
陸
相
を
訪

ね
た
。
田
中
と
は
日
露
戦
争
前
か
ら
旧
知
で
あ
り
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
そ
の

仕
事
ぶ
り
を
信
頼
し
て
い
た
。
田
中
は
ロ
シ
ア
語
が
で
き
た
筈
で
あ
る
が
、

す
で
に
忘
れ
て
い
た
の
か
業
務
と
し
て
の
必
要
か
ら
か
ロ
シ
ア
語
を
話
さ
ず
、

井
染
が
通
訳
し
た
。
こ
こ
で
田
中
は
、
い
ま
は
軍
人
と
い
う
よ
り
政
治
家
な

の
だ
と
言
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、「
も
し
彼
が
そ
う
し

た
政
治
家
な
ら
ば
、
原
氏
［
首
相
］
は
彼
に
貴
重
な
協
力
者
を
見
出
し
た
こ

と
に
な
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

田
中
と
の
会
話
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
話
題
は
い
つ
も
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
が
、
鉄
道
管
理
が
特
に
問
題
に
な
っ
た
。
法
的
に
は
ロ
シ
ア
人
が
管
理
す

べ
き
で
あ
る
が
、
田
中
は
、
輸
送
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
日
本
人
の
お
も
て

な
し
を
活
用
す
べ
き
と
言
っ
た
と
い
う
。
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
そ
れ
以
上
書
い

て
い
な
い
が
、
こ
れ
が
田
中
の
本
心
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　

こ
の
他
軍
事
援
助
に
つ
い
て
、
田
中
は
、
国
民
性
と
し
て
日
本
人
は
、
頼
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ま
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
は
行
か
な
い
。
バ
イ
カ
ル
ま
で
行
っ
た
の
は
誰
か

が
頼
ん
だ
か
ら
だ
と
述
べ
、
成
功
す
る
た
め
に
は
し
っ
か
り
軍
事
行
動
の
準

備
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
述
べ
た
。
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
こ
れ
に
対
し
て
、

連
合
国
は
実
際
に
援
助
の
た
め
に
来
て
い
る
証
拠
を
、
住
民
に
早
急
に
示
す

必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。
田
中
は
、
こ
れ
に
は
大
方
同
意
す
る
と
述
べ
つ
つ
、

そ
の
意
見
を
変
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

田
中
と
会
談
し
て
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
今
の
と
こ
ろ
日
本
軍
は
バ
イ
カ
ル

を
越
え
て
進
出
す
る
意
図
が
な
い
と
聞
き
、
ま
た
、
何
か
を
奪
い
取
ろ
う
と

い
う
意
図
は
な
い
と
聞
い
て
安
堵
し
た
。

　

ま
た
、
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ク
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
駐
日
大
使
（
一
八
六
九
～

一
九
四
五
）
に
つ
い
て
、
自
分
［
田
中
］
は
こ
の
ご
ろ
親
し
く
し
て
い
な
い

が
、
仲
良
く
す
る
よ
う
に
と
助
言
さ
れ
た
と
い
う︶

₁₀
︵

。
田
中
は
ま
た
、
興
味
が

あ
る
も
の
は
参
観
で
き
る
よ
う
に
計
ら
う
と
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
に
申
し
出
た
。

た
い
へ
ん
友
好
的
な
会
談
だ
っ
た
と
い
う
。

　

翌
一
月
一
一
日
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
料
亭
に
招
待
さ
れ
た
。
福
田
参
謀

次
長
が
主
宰
者
で
、
井
染
の
他
、
数
人
の
将
校
が
い
た
。
こ
の
席
で
ボ
ル

デ
ィ
レ
フ
は
、
萩
野
末
吉
陸
軍
中
将
（
一
八
六
〇
～
一
九
四
〇
）
と
出
会

う
。
萩
野
は
二
〇
歳
代
の
若
い
時
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
駐
在
武
官
を
経
験
し
、

一
九
〇
七
年
一
二
月
か
ら
一
九
一
〇
年
五
月
ま
で
在
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
公
使
館

（
一
九
〇
八
年
以
降
は
大
使
館
）
付
き
駐
在
武
官
を
務
め
た
ロ
シ
ア
通
の
軍

人
だ
っ
た
が
、
一
九
一
四
年
に
陸
軍
中
将
進
級
と
同
時
に
予
備
役
に
編
入
さ

れ
、
こ
の
時
、
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
司
令
部
付
き
と
し
て
現
役
に
復
帰
し
た
と

こ
ろ
だ
っ
た
。

　

萩
野
は
ロ
シ
ア
語
に
堪
能
で
あ
り
、
気
質
的
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
を
自
宅
に
招
待
す
る
な
ど
、
ボ
ル

デ
ィ
レ
フ
が
日
本
滞
在
中
に
最
も
親
し
く
し
た
日
本
軍
人
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

翌
一
二
日
、
ニ
コ
ラ
イ
堂
を
訪
問
し
た
後
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
ホ
テ
ル
で

萩
野
と
面
談
し
た
。
こ
の
時
は
、
参
謀
本
部
と
し
て
取
り
上
げ
る
案
件
が

あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。

　

こ
の
時
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
萩
野
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
か
ら
見

て
日
本
軍
の
司
令
部
は
、
自
分
が
再
度
ロ
シ
ア
軍
総
司
令
官
に
な
る
と
見
て

い
る
よ
う
だ
が
、
自
分
に
は
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
や
オ
ム
ス
ク
政
府
を
妨
害
す
る

気
が
な
い
と
話
す
と
、
萩
野
は
困
惑
し
た
よ
う
す
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
話
題
を
転
じ
、
現
在
の
極
東
の
状
況
に
お
い
て
、

ロ
シ
ア
の
世
論
を
好
意
的
な
方
向
に
転
換
す
る
た
め
、
日
本
軍
は
、
各
種
の

措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
に
よ
る
と
、
萩
野
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
帰
任
し
た

中
島
正
武
の
後
任
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
に
害
悪
を
ふ
り
ま
い
た
中
島
の
交
代
は

望
ま
し
い
と
い
う
意
見
だ
っ
た︶

₁₁
︵

。
萩
野
に
つ
い
て
言
え
ば
、
最
も
好
意
的
な

将
官
だ
が
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
共
感
が
ど
の
く
ら
い
本
物
か
は
わ
か
ら
な
い

と
、
や
や
距
離
を
と
っ
て
い
る
。

　

一
月
一
五
日
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
井
染
と
軍
関
係
施
設
見
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
調
整
し
た
。
こ
の
時
井
染
は
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
と
イ
ヴ
ァ
ン
・
カ
ル
ム
ィ

コ
フ︶

₁₂
︵

（
一
八
八
八
～
一
九
二
〇
）
の
ま
わ
り
に
は
大
軍
が
あ
り
、
オ
レ
ン
ブ

ル
ク
戦
線
に
動
員
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
で
は
誰
が
率
い
る
の
が
よ
い
か
、



8『ロシア史研究』105号

と
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
に
訊
い
た
と
い
う
。
鎌
を
か
け
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
後
、
萩
野
が
来
て
、
上
野
公
園
を
案
内
さ
れ
て
西
郷
隆
盛
像
を
見
た

後
、
食
事
と
会
話
を
楽
し
ん
だ
。
萩
野
は
、
薩
長
閥
や
原
首
相
、
田
中
陸
相
、

上
原
参
謀
総
長
、
元
老
な
ど
、
日
本
の
政
治
・
軍
事
の
仕
組
み
に
つ
い
て
こ

こ
で
語
っ
た
。

　

一
月
一
八
日
、
萩
野
、
上
原
な
ど
参
謀
本
部
の
関
係
者
と
角
力
見
物
し
、

海
軍
軍
令
部
の
将
校
た
ち
を
紹
介
さ
れ
る
。

　

一
月
二
〇
日
、
井
染
と
軍
の
学
校
（
陸
軍
士
官
学
校
だ
ろ
う
）
と
幼
年
学

校
を
訪
問
。
将
校
教
育
の
実
情
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
受
け
る
。
ボ
ル

デ
ィ
レ
フ
に
は
、
ロ
シ
ア
の
陸
軍
大
学
校
教
授
の
経
歴
が
あ
り
、
軍
人
の
養

成
に
高
い
関
心
が
あ
っ
た
。

　

一
月
二
一
日
、
萩
野
の
自
宅
を
訪
問
。
ウ
ォ
ッ
カ
や
お
茶
で
歓
待
さ
れ
、

二
人
だ
け
で
懇
談
す
る
。
な
お
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
本
の
中
で
、
こ
れ
以
外

に
日
本
人
の
自
宅
を
訪
問
し
た
記
事
は
な
い
。

　

一
月
二
二
日
、
陸
軍
大
学
校
を
訪
問
し
、
校
長
の
浄
法
寺
五
郎
中
将

（
一
八
六
五
～
一
九
三
八
）
に
あ
い
さ
つ
し
た
。
副
官
か
ら
学
校
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。
井
染
が
同
行
し
た
。
夕
方
、
福
田
参
謀
次
長
の
招

き
に
よ
り
、
駐
日
ロ
シ
ア
武
官
た
ち
と
と
も
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
夕
食
会
。
ボ

ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
自
分
は
何
の
組
織
も
代
表
し
て
い
な
い
が
、
個
人
と
し
て

招
待
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
述
べ
た
が
、
発
言
の
意
図
が
伝
わ
っ

た
か
ど
う
か
、
福
田
の
あ
い
さ
つ
か
ら
は
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

一
月
二
三
日
、
自
動
車
で
習
志
野
の
騎
兵
旅
団
を
訪
問
し
た
。
井
染
と
グ

コ
フ
ス
キ
ー
副
官
が
同
行
し
た
。
田
村
守
衛
騎
兵
第
一
旅
団
長
・
陸
軍
少
将

（
一
八
七
一
～
一
九
二
三
）
と
懇
談
す
る
。

　

一
月
二
四
日
、
陸
軍
歩
兵
学
校
（
千
葉
県
都
賀
）
を
訪
問
。
参
謀
本
部
員

の
沢
田
茂
大
尉
（
一
八
八
七
～
一
九
八
〇
）
が
同
行
し
た
。
校
長
の
河
村
正

彦
陸
軍
中
将
（
一
八
六
八
～
一
九
二
四
）
に
あ
い
さ
つ
、
同
校
の
砲
術
の
授

業
を
聴
講
す
る
。
次
い
で
陸
軍
野
戦
砲
兵
射
撃
学
校
（
千
葉
県
四
街
道
）
を

訪
問
。
帰
り
に
石
坂
善
次
郎
陸
軍
少
将
（
一
八
七
一
～
一
九
四
九
）
に
遭
遇

す
る
。

　

翌
一
月
二
五
日
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
ク
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
使
を
訪
問
し
て
、

意
見
を
交
換
す
る
。
こ
こ
で
、
疎
遠
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る

と
い
う
、
田
中
か
ら
の
話
を
伝
え
た
。

　

少
し
お
い
て
一
月
二
九
日
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
田
中
陸
相
か
ら
洋
式
の
昼

食
会
に
招
待
さ
れ
る
。
陸
軍
次
官
、
参
謀
総
長
、
同
次
長
な
ど
、
陸
軍
の
中

枢
部
と
並
ん
で
、
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ス
テ
パ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ク
ル
バ
ー
ト
フ

（
ザ
ヴ
ォ
イ
コ
）
大
佐︶

₁₃
︵

と
再
会
し
た
。

　

夕
刻
、
ク
ル
バ
ー
ト
フ
が
立
ち
寄
る
。
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
彼
に
日
本
軍

と
密
接
な
連
携
が
あ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。
ク
ル
バ
ー
ト
フ
の
姿
勢
は
、

極
東
に
お
け
る
実
力
者
は
日
本
し
か
な
く
、
そ
の
他
の
国
が
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

ズ
ム
に
捉
え
ら
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
だ
、
と
い
う
考
え
か
ら
出
発
し
て

い
た
。

　

ク
ル
バ
ー
ト
フ
は
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
は
破
滅
す
る
も
の
と
見
て
い
た
。

ま
た
、
連
邦
制
を
熱
烈
に
支
持
し
て
い
た
と
い
う
。
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
明

日
、
手
紙
や
日
露
協
定
案
な
ど
を
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
、
彼
に
頼
ん
だ
。

　

一
月
三
〇
日
、
森
俊
六
郎
大
蔵
省
理
財
局
長︶

₁₄
︵

（
一
八
七
七
～
一
九
五
七
）
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が
来
て
、
再
度
目
賀
田
と
の
会
見
依
頼
が
あ
り
、
受
諾
し
た
。

　

そ
の
後
ク
ル
バ
ー
ト
フ
を
訪
問
す
る
。
そ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
の
財
閥
モ
ル

ガ
ン
か
ら
の
手
紙
が
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
日
、
ク
ル
バ
ー
ト
フ
は
上
原
参
謀

総
長
か
ら
日
露
協
定
草
案
を
披
露
さ
れ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
で
重
要
な
仮
定
は
、
日
本
だ
け
が
実
力
を
持
ち
、
他
の
諸
国
よ
り
も

長
く
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
主
義
に
対
抗
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た

状
況
は
、
日
本
の
関
心
を
近
隣
の
い
く
つ
か
の
島
に
向
け
さ
せ
、
日
本
の
必

要
と
す
る
原
料
を
獲
得
す
る
優
先
権
を
供
与
し
つ
つ
、
利
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
の
側
か
ら
、
領
土
的
譲
歩
に
つ
い
て
何
か
を
語
る
こ
と
は
あ
り
得

な
い
と
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
記
し
た
。

　

ク
ル
バ
ー
ト
フ
は
、
こ
の
問
題
の
検
討
に
参
加
す
る
よ
う
頼
ん
で
き
た
。

ど
う
対
応
し
た
か
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
書
い
て
い
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
彼
は

こ
の
件
を
引
き
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
月
三
一
日
の
夜
、
ク
ル
バ
ー
ト
フ
が
来
て
、
日
本
の
評
価
の
方
向
が
大

き
く
転
換
し
た
こ
と
に
つ
い
て
大
使
館
の
文
書
を
持
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
ク
ル
バ
ー
ト
フ
と
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
同
意
見
だ
っ
た
。
ま
た
、
ク
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
は
、
田
中
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
に
満
足
し
た

よ
う
す
だ
っ
た
。

　

日
露
協
定
の
草
案
を
見
た
が
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
考
え
に
大
き
く
相
違
す

る
部
分
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
問
題
は
、
物
資
や
財
政
面
の
支
援
で
は
な
く
、

協
定
を
実
施
す
る
上
で
必
要
な
も
の
を
日
本
が
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
だ
と
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
記
す
。
ク
ル
バ
ー
ト
フ
は
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
に
質
問

し
た
。「
こ
れ
に
署
名
で
き
ま
す
か
」。「
な
ら
ば
、
誰
が
こ
れ
を
実
行
し
て

く
れ
る
の
か
。
あ
な
た
は
こ
の
文
書
を
オ
ム
ス
ク
に
持
っ
て
行
き
た
い
だ
ろ

う
が
、
わ
た
し
は
現
状
で
は
オ
ム
ス
ク
と
協
同
で
き
な
い
」。
ボ
ル
デ
ィ
レ

フ
は
こ
れ
に
署
名
し
な
か
っ
た
。

　

ク
ル
バ
ー
ト
フ
は
ま
た
、
ラ
ヴ
ル
・
コ
ル
ニ
ロ
フ︶

₁₅
︵

（
一
八
七
〇
～
一
九
一
八
）

と
ア
レ
ク
セ
イ
・
カ
レ
ー
ジ
ン︶

₁₆
︵

（
一
八
六
一
～
一
九
一
八
）
に
つ
い
て
話
し

た
。
彼
等
は
熱
烈
な
愛
国
者
だ
が
、
柔
軟
性
に
欠
け
て
滅
ん
だ
、
と
い
う
の

が
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
評
価
で
あ
る
。

　

二
月
一
日
、
森
と
一
緒
に
貴
族
の
集
会
（
貴
族
院
も
し
く
は
華
族
会
館
で

あ
ろ
う
）
に
赴
き
、
目
賀
田
種
太
郎
と
会
談
し
た︶

₁₇
︵

。
政
治
・
経
済
の
交
流
促

進
に
つ
い
て
話
し
た
。
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
か
ら
、
①
運
輸
の
改
善
に
つ
い
て
日

本
は
ど
の
く
ら
い
援
助
を
提
供
で
き
る
か
、
②
ど
の
程
度
信
用
を
供
与
し
て

広
範
な
通
商
関
係
を
つ
く
れ
る
か
と
質
問
し
た
。
そ
の
答
え
は
、
車
両
の
供

与
は
で
き
な
い
、
貧
し
い
日
本
に
多
額
の
信
用
供
与
は
実
施
で
き
な
い
な
ど
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
っ
た
。
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
目
賀
田
は
大
な
る
親
米

派
だ
と
見
た
。

　

こ
の
会
見
以
後
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
日
本
に
対
す
る
意
識
は
次
第
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
参
謀
本
部
系
の
軍
人
た
ち
と
の
政
治

的
立
場
や
情
勢
認
識
の
違
い
、
さ
ら
に
は
日
本
の
政
財
界
の
ス
タ
ン
ス
を
見

て
、
日
本
の
援
助
を
得
れ
ば
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
打
倒
し
て
新
し
い
民
主
政

権
を
樹
立
で
き
る
と
い
う
、
単
純
な
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
当
然
な
が
ら
、
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
を
含

む
ロ
シ
ア
各
地
の
情
勢
も
、
大
き
く
変
動
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

細
谷
千
博
は
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
の
成
立
か
ら
一
九
一
九
年
初
め
に
か
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け
て
の
日
本
の
シ
ベ
リ
ア
政
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
出
兵
初
期
の
セ
ミ
ョ
ー

ノ
フ
と
ホ
ル
ヴ
ァ
ー
ト
の
支
援
に
よ
り
、「
傀
儡
的
な
親
日
政
権
の
樹
立
に

よ
る
極
東
三
州
の
「
緩
衝
地
帯
」
化
を
志
向
」
し
た
政
策
が
、
原
内
閣
の
成

立
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
の
成
立
を
経
て
変
化
し
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
承

認
に
舵
を
切
っ
た
と
論
じ
た
。
そ
の
変
化
を
政
府
の
方
針
と
し
て
明
確
化
し

た
の
が
、
一
九
一
九
年
一
月
二
六
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
対
露
方
針
要
綱
」

で
あ
り
、
同
年
五
月
一
六
日
の
、
連
合
国
政
府
に
対
す
る
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政

権
の
仮
承
認
提
議
で
あ
る︶

₁₈
︵

。

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
日
本
滞
在
は
こ
う
し
た
時
期
に
当
た
っ
て
お
り
、
親
日

的
緩
衝
国
樹
立
、
お
よ
び
極
東
・
東
シ
ベ
リ
ア
で
の
利
権
獲
得
を
か
ら
め
な

が
ら
、
日
本
が
極
東
に
進
出
す
る
上
で
の
カ
ー
ド
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
慮
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
よ
る
連
絡
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
へ
の
参
加
を

拒
否
し
て
来
日
し
た
わ
け
で
あ
り
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
承
認
に
舵
を
切
る

日
本
の
立
場
と
は
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
以
後
、

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
と
日
本
の
軍
人
た
ち
と
の
関
係
は
引
き
続
き
継
続
し
た
と
見

ら
れ
る
が
、
接
触
に
つ
い
て
の
記
述
は
次
第
に
少
な
く
な
る
。

　

三
月
に
な
っ
て
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
と
の
闘
争
の
問
題
に
つ
い
て
の
短
い
意
見
」
と
い
う
覚
書
を
作
成
し
、
在

京
の
各
国
外
交
団
に
配
布
し
た
ほ
か
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
に
手
紙
を
添
え
て

送
っ
た︶

₁₉
︵

。
そ
の
覚
書
の
内
容
が
『
イ
ス
ト
リ
ー
チ
ェ
ス
キ
ー
・
ア
ル
ヒ
ー
フ
』

誌
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
闘
争
の
手
段
」

と
し
て
（a）
軍
事
力
（b）
内
政
改
革
を
挙
げ
、「
内
政
改
革
」
の
内
容
を
、
政
府

に
対
す
る
住
民
の
信
頼
を
得
る
こ
と
、
住
民
の
参
加
す
る
国
家
と
社
会
を
建

設
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る︶

₂₀
︵

。

　

こ
の
主
張
は
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
を
含
め
た
白
系
政
権
の
、
ロ
シ
ア
の

将
来
の
政
体
を
「
事
前
に
決
定
し
な
い
」
と
い
う
立
場︶

₂₁
︵

と
相
容
れ
な
い
も
の

だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
形
で
、
実
質
的
な
君
主
政
支
持
者
で
あ
る
軍

人
た
ち
を
政
権
の
基
盤
と
す
る
こ
と
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
打
倒
の
闘
い
か

ら
エ
ス
エ
ル
や
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
等
を
排
除
し
、
白
系
政
権
の
政
治
的
・
社

会
的
基
盤
を
大
き
く
狭
め
る
こ
と
に
な
る
。
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
こ
の
こ
と
に

強
い
危
機
感
を
抱
き
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
の
姿
勢
転
換
と
連
合
諸
国
（
特

に
日
本
）
の
支
援
に
よ
っ
て
状
況
を
打
開
し
た
い
と
考
え
た
こ
と
が
、
こ
の

「
意
見
」
の
背
景
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
時
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
が
「
意
見
」
に
添
え
て
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
に
送
っ

た
手
紙
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

　
「
さ
ら
に
言
え
ば
、
わ
た
く
し
の
見
る
と
こ
ろ
、
シ
ベ
リ
ア
に
お
け

る
日
本
の
立
場
は
、
他
の
連
合
諸
国
よ
り
か
な
り
複
雑
で
す
。
日
本
だ

け
が
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
活
発
に
闘
っ
て
い
て
、
相
当
の
損
害
も
被
り
、

そ
れ
を
議
会
と
社
会
に
対
し
て
報
告
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
同
時
に
、
連
合
諸
国
の
中
で
占
め
た
い
と
考
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
得
て
い
な
い
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
考
え
る
と
、
日
本
と
の
協
力
関
係
を
さ
ら
に
も
う

少
し
深
め
る
こ
と
は
時
宜
に
か
な
い
、
状
況
を
ロ
シ
ア
の
た
め
に
よ
い
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方
向
に
持
っ
て
い
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

一
、
ロ
シ
ア
軍
の
本
来
の
兵
力
が
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
戦
い
、
国

内
と
鉄
道
線
の
秩
序
を
保
つ
た
め
に
十
分
足
り
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

は
決
し
て
で
き
な
い
と
す
る
と
、
連
合
諸
国
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
対

す
る
も
っ
と
積
極
的
な
活
動
を
促
す
こ
と
が
有
益
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
闘
い
が
だ
ら
だ
ら
と
続
く
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
危
険
で

あ
り
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
圧
政
に
苦
し
ん
で
い
る
多
数
の
ロ
シ
ア
国

民
の
身
体
と
精
神
を
衰
弱
さ
せ
か
ね
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、
ロ
シ
ア
の

経
済
的
福
利
を
最
終
的
に
ぶ
ち
こ
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
点
か
ら
、
他
国
と
の
協
力
は
い
か
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ

て
も
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
膿
を
早
く
切
開
す
る
こ
と
で
正
当
化
さ
れ
、

ロ
シ
ア
を
一
年
半
に
わ
た
っ
て
苦
し
め
て
い
る
長
引
く
内
紛
の
中
で
、

最
終
的
に
は
犠
牲
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

当
地
［
日
本
］
の
軍
人
た
ち
は
、
他
の
連
合
諸
国
の
同
意
が
得
ら
れ
、

必
要
な
金
銭
的
・
物
質
的
支
援
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
条
件
付
き
で
す

が
、
も
っ
と
活
発
に
［
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
闘
争
に
］
働
く
こ
と
に

同
意
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
［
田
中
義
一
］
陸
相
は
最
近
、

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
の
闘
争
に
シ
ベ
リ
ア
で
必
要
な
兵
力
は
、
も
ち
ろ

ん
し
か
る
べ
き
装
備
を
そ
ろ
え
た
上
で
の
こ
と
で
、
十
五
万
だ
と
発
言

し
ま
し
た
。
こ
の
考
え
は
支
持
で
き
る
も
の
で
す
。

　

二
、
極
東
に
お
け
る
ア
タ
マ
ン
問
題
は
、
お
そ
ら
く
日
本
を
悩
ま
せ

て
お
り
、
そ
の
良
好
な
解
決
が
望
ま
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
。

　

三
、
第
三
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
少
し
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

は
人
民
代
表
制
の
こ
と
で
す
。
政
府
の
権
力
が
実
質
的
に
及
ん
で
い
る

州
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
州
の
代
表
機
関
の
選
挙
を
た
だ
ち
に

策
定
し
、
公
布
す
る
こ
と
が
時
宜
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す︶

₂₂
︵

。」

（
以
下
略
）

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
を
は
じ
め
と
す
る
白
系
運
動
の

現
状
に
対
す
る
強
い
危
機
感
か
ら
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
と
、
そ
れ
を
承
認
す
べ
き
か
ど
う
か
逡
巡
す
る
連

合
諸
国
に
、
方
針
の
再
考
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ

に
対
す
る
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
の
返
書
の
存
在
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

四
、 

日
本
滞
在
後
期
（
一
九
一
九
年
夏
～
一
九
二
〇
年
一
月
）
の

　

  

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ

　

日
本
か
ら
ロ
シ
ア
の
情
勢
を
見
て
い
た
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
八
月
ご
ろ
の

こ
と
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

こ
の
こ
ろ
ま
で
に
わ
た
し
に
は
、
日
本
軍
を
含
め
て
連
合
諸
国
が
ウ

ラ
ル
戦
線
に
ま
と
も
な
軍
を
送
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
、

こ
の
戦
線
の
運
命
と
オ
ム
ス
ク
政
府
の
運
命
は
、
も
う
先
が
見
え
た
こ

と
が
明
白
に
な
っ
た
。（
略
）

　

日
本
軍
の
駐
留
す
る
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
ま
で
の
反
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
運
動
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は
、
敗
北
し
た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
時
間
の
問
題
な
の

だ
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
も
う
す
で
に
極
東
三
州
（
ザ
バ
イ
カ
ル
、
沿

ア
ム
ー
ル
、
沿
海
）
に
お
い
て
、
闘
争
の
新
し
い
局
面
が
芽
生
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

オ
ム
ス
ク
お
よ
び
西
シ
ベ
リ
ア
全
体
を
失
っ
た
な
ら
、
も
し
そ
の
軍

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
バ
イ
カ
ル
の
向
こ
う
に
移
し
た
と

し
て
も
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
と
そ
の
政
府
は
と
て
も
権
力
を
保
つ
こ
と
は

で
き
ま
い
。

　

上
に
挙
げ
た
三
州
の
政
権
交
代
、
も
っ
と
正
し
く
言
え
ば
、
こ
の
地

方
が
、
内
戦
の
終
結
ま
で
外
部
か
ら
の
侵
犯
か
ら
完
全
に
保
護
さ
れ
る

よ
う
な
新
政
権
の
樹
立
と
い
う
、
当
然
の
問
題
が
生
じ
る
。
最
後
に
述

べ
た
危
険
は
、
き
わ
め
て
深
刻
で
あ
る
。

　

日
本
の
軍
部
の
た
い
へ
ん
積
極
的
な
部
分
は
、
こ
れ
ら
の
諸
州
を
セ

ミ
ョ
ー
ノ
フ
の
も
と
で
、
日
本
の
保
護
の
も
と
に
統
一
し
た
い
と
ほ
の

め
か
し
て
い
る
。
こ
の
結
合
の
結
果
は
容
易
に
見
て
取
れ
る
。
こ
の
ロ

シ
ア
に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
地
方
を
切
り
離
す
口
実
は
、
い
ろ
い
ろ

あ
り
得
る
。
日
本
軍
が
す
で
に
提
起
し
た
緩
衝
国
の
構
想
は
、
自
分
た

ち
の
影
響
下
に
あ
る
北
部
満
州
と
朝
鮮
に
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
伝
染

病
」
が
入
る
の
を
阻
止
す
る
目
的
で
、
こ
れ
ら
の
諸
州
を
隔
離
す
る
十

分
な
根
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
の
擁
立
は
、
ア
タ
マ
ン
に
奉
仕
し
、
白
系
の
「
オ
ア

シ
ス
」
を
つ
く
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
ロ
シ
ア
の
反
動
グ
ル
ー
プ
の
要

望
に
応
え
る
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
最
終
的
に
は
、
モ
ス
ク
ワ
に
進
撃
す

る
か
も
知
れ
ず
、
そ
し
て
悪
い
結
末
と
し
て
は
、
好
意
的
な
日
本
の
保

護
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
現
れ
て
き
た
、
同
じ
く
多
数
の
賛
同
者
を
集
め
は
じ
め
た
潮

流
は
、
緩
衝
国
構
想
に
帰
結
す
る
が
、
民
主
的
緩
衝
国
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
潮
流
は
、
ア
タ
マ
ン
・
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
が
何
か
指
導
的
役

割
を
示
す
こ
と
を
完
全
に
拒
否
す
る
、
い
ま
も
極
東
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
演
じ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
代
表
の
支
持
を
得
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
大
統
領
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
一
八
五
六
～
一
九
二
四
）
の

理
念
は
い
ま
も
強
力
で
、
民
主
主
義
の
趨
勢
が
優
越
し
て
い
る
。

　

ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
が
舞
台
に
引
き
出
さ
れ
は
じ
め
た
。
日
本
に
お
い
て

も
、
沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
の
構
成
に
関
心
が
向
き
は
じ
め
た
。

　

こ
の
時
ま
で
、
オ
ム
ス
ク
と
、
特
に
チ
タ
に
対
す
る
わ
た
し
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
態
度
は
、
日
本
人
に
丁
寧
な
驚
き
の
念
を
引
き
起
こ
す
の
が

常
で
、
特
に
左
翼
的
な
の
か
と
疑
い
を
か
け
た
人
も
何
人
か
い
た
。
そ

れ
が
現
在
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
こ
う
訊
か
れ
る
。「
誰
が
オ
ム
ス
ク
に
、

交
代
に
行
く
の
か
。
こ
の
関
係
で
は
、
沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
の
チ
ャ

ン
ス
は
ど
の
く
ら
い
大
き
い
の
か︶

₂₃
︵

？
」

　

こ
こ
か
ら
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
が
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
後
を
見
据
え
て
、
極

東
に
民
主
的
緩
衝
国
の
可
能
性
を
見
て
い
た
こ
と
。
日
本
に
お
い
て
も
、
コ

ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
の
頽
勢
が
伝
え
ら
れ
、
関
心
を
集
め
て
い
た
こ
と
。
そ
し

て
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
が
日
本
の
対
露
政
策
（
特
に
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
支
援
）
に

対
し
て
相
当
批
判
的
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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一
九
一
九
年
八
月
九
日
、『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
』
紙
は
ボ

ル
デ
ィ
レ
フ
の
「
ロ
シ
ア
の
人
民
は
絶
望
的
状
況
に
あ
る
」
と
題
す
る
談
話

を
掲
載
し
た︶

₂₄
︵

。

　
「
今
日
の
ロ
シ
ア
の
状
況
の
悲
劇
は
、
人
民
が
、
相
容
れ
な
い
目
的
を
持
っ

た
ふ
た
つ
の
勢
力
の
間
の
板
挟
み
の
場
所
に
い
る
こ
と
で
あ
る
」。
さ
ら
に

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
い
ま
や
人
民
は
、
嘘
つ
き
の

か
も
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
が
、
そ
の
抵
抗
は
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
と

暴
力
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
古
い
秩
序
と
生
活
条
件
を
回
復
し
よ

う
と
す
る
動
き
が
あ
る
が
、
こ
の
運
動
の
指
導
者
た
ち
は
、
再
建
に
声
を
あ

げ
る
人
民
の
権
利
を
無
視
し
て
い
る
。
彼
等
は
人
民
の
声
を
聞
く
こ
と
が

な
い
し
、
全
体
と
し
て
の
人
民
に
信
頼
を
お
く
こ
と
が
な
い
。
当
然
な
が
ら
、

人
民
も
彼
等
を
信
頼
せ
ず
、
し
か
し
、
何
か
対
立
が
あ
る
と
厳
し
い
弾
圧
を

受
け
る
」。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
を
示
し
た
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に

話
を
展
開
す
る
。

　
「
ロ
シ
ア
の
情
勢
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
、
未
来
の
こ
と
を
引
き
出
す

た
め
に
自
国
の
複
雑
な
で
き
ご
と
を
関
連
づ
け
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難

な
こ
と
だ
。
し
か
し
、
わ
た
し
に
と
っ
て
完
全
に
明
白
な
こ
と
は
、
ロ
シ
ア

国
家
機
関
の
再
生
の
源
は
、
ロ
シ
ア
人
自
身
の
中
に
存
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
国
民
の
潜
在
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
、
指
導
者
た
ち
の
一
部
と
な
る
べ
き

で
あ
る
」。

　

そ
し
て
、
ロ
シ
ア
人
民
は
自
ら
を
統
治
す
る
政
治
的
能
力
が
な
い
と
い
う

意
見
を
斥
け
、
大
戦
の
経
験
を
経
て
多
く
の
こ
と
を
判
断
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
現
在
、
ロ
シ
ア
人
は
両
方
か
ら
圧
迫
さ
れ
、
ど
こ
に
助
け
を
求
め
て
よ

い
か
わ
か
ら
ず
、
無
秩
序
に
陥
る
か
、
ま
た
は
完
全
な
無
気
力
状
態
に
あ

る
。
そ
れ
が
、
現
在
内
戦
に
お
い
て
成
功
と
困
難
が
交
互
に
現
れ
、
終
局
が

見
通
せ
ず
、
国
が
ま
っ
た
く
の
廃
墟
に
な
る
ま
で
、
闘
い
が
い
つ
ま
で
も
続

く
こ
と
が
恐
れ
ら
れ
る
理
由
で
あ
る
。
双
方
と
も
、
現
在
、
相
手
を
退
場
さ

せ
、
多
数
者
に
そ
の
意
思
を
断
固
押
し
つ
け
る
力
を
欠
い
て
い
る
。
外
部
か

ら
の
援
助
は
、
こ
の
状
態
を
変
え
て
く
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
く
つ
か

の
理
由
か
ら
、
調
子
が
合
う
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
わ
た
し

は
、
ロ
シ
ア
の
人
民
は
安
定
し
た
政
府
の
基
礎
と
な
り
得
る
と
、
い
ま
も
楽

観
的
に
信
じ
て
お
り
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
が
、
階
級
や
党
派
的
区

分
な
し
に
、健
全
な
分
子
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
」。

　

こ
れ
は
、
当
事
の
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
基
本
的
な
状
況
認
識
と
ス
タ
ン
ス
を

よ
く
表
す
記
事
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
ア
ン
ド
レ
イ
・
ア
ル
グ
ノ
ー
フ

（
一
八
八
六
～
一
九
三
九
）
ら
、
ロ
シ
ア
再
生
同
盟
に
参
加
し
た
人
々
の
立

場
を
ま
さ
に
代
弁
す
る
も
の
だ
っ
た︶

₂₅
︵

。

　

こ
の
記
事
の
公
表
は
、
大
使
館
を
驚
か
せ
た
一
方
、
す
ぐ
さ
ま
翻
訳
が
オ

ム
ス
ク
に
届
け
ら
れ
る
な
ど
、
シ
ベ
リ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
と
ボ
ル

デ
ィ
レ
フ
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
日
本
の
客
と
し
て
滞
在
中
の
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
に
と
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
誘
い
を
受
け
る
中
に
は
、
ロ
シ
ア
の
利
益
を
損
な
い
か
ね
な
い

も
の
も
あ
っ
た
た
め
、
記
事
の
公
表
は
、
そ
の
立
場
を
面
倒
に
す
る
も
の
で
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も
あ
っ
た
と
い
う︶

₂₆
︵

。

　

こ
の
こ
ろ
、
一
九
一
九
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
、

シ
ベ
リ
ア
自
治
運
動
に
か
か
わ
り
の
深
い
エ
ス
エ
ル
系
の
政
治
家
イ
ヴ
ァ
ン
・

ヤ
ー
ク
シ
ェ
フ
（
元
シ
ベ
リ
ア
地
方
議
会
議
長
、
一
八
八
四
～
一
九
三
五
）、

ヴ
ァ
レ
リ
ア
ン
・
モ
ラ
フ
ス
キ
ー
（
自
治
シ
ベ
リ
ア
臨
時
政
府
の
官
房
長
、

一
八
八
四
～
一
九
四
二
）、
ア
ル
カ
ー
ヂ
ー
・
ク
ラ
コ
ヴ
ェ
ツ
キ
ー
陸
軍
大
佐

（
自
治
シ
ベ
リ
ア
臨
時
政
府
陸
相
、
一
八
八
四
～
一
九
三
七
）
ら
は
、
コ
ル

チ
ャ
ー
ク
政
権
の
崩
壊
を
見
通
し
、
政
権
の
奪
取
を
画
策
し
て
い
た
。
ユ
ー

リ
ー
・
ツ
ィ
プ
キ
ン
の
研
究
に
よ
る
と
、
彼
等
は
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
と
袂
を

別
っ
て
八
月
八
日
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
入
っ
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

軍
団
の
ラ
ド
ラ
・
ガ
イ
ダ
（
一
八
九
二
～
一
九
四
八
）
を
こ
れ
に
引
き
込

み
、
連
合
国
軍
の
支
援
も
見
込
ん
で
蜂
起
を
計
画
し
た
。
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政

権
の
極
東
代
表
に
就
い
て
い
た
セ
ル
ゲ
イ
・
ロ
ー
ザ
ノ
フ
（
一
八
六
九
～

一
九
三
七
）
も
参
加
の
意
向
が
あ
っ
た
が
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
へ
の
対
応
に
つ

い
て
ガ
イ
ダ
た
ち
と
一
致
で
き
ず
、
互
い
の
行
動
の
自
由
と
情
報
交
換
だ
け

を
約
す
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

ヤ
ー
ク
シ
ェ
フ
た
ち
は
、
日
本
滞
在
中
の
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
を
仲
間
に
加
え

よ
う
と
考
え
、
彼
に
手
紙
を
書
い
た
。
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
著
書
の
一
九
一
九

年
一
〇
月
四
日
条
に
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
「
非
常
に
興
味
深
い
」
来
信

が
あ
っ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。
一
九
一
九
年
九
月
二
五
日
付
け
の
こ
の
手
紙

の
差
出
人
は
ミ
ハ
イ
ル
・
パ
ヴ
ロ
フ
ス
キ
ー
（
一
八
八
五
～
一
九
六
三
）
と

ヤ
ー
ク
シ
ェ
フ
で
、
臨
時
政
府
を
設
立
す
る
た
め
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
入
り
を
求
め
る
も
の
だ
っ
た
。「
全
国
会
議 Земский собор

に
責
任
を
持
つ
臨
時
政
府
の
設
立
」
の
呼
び
か
け
を
含
ん
だ
「
シ
ベ
リ
ア
地

方
議
会
議
長
の
書
簡
」
と
、
一
九
一
九
年
七
月
七
日
に
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
県
ゼ

ム
ス
ト
ヴ
ォ
第
一
回
定
例
会
で
採
択
さ
れ
た
、
オ
ム
ス
ク
政
府
の
問
題
点
を

指
摘
し
、
地
方
議
会
の
招
集
を
求
め
る
決
議
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
時
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
強
い
関
心
を
示
し
つ
つ
、
ヤ
ー
ク
シ
ェ
フ
ら

の
求
め
に
は
応
じ
な
か
っ
た
。
用
心
深
さ
が
必
要
だ
と
書
い
て
い
る
。
い
ろ

い
ろ
懸
念
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
ロ
ー
ザ
ノ
フ
は
、
一
度
勧
誘
を
受
け
協
定
ま
で
交
わ
し
た
こ
と
も

あ
り
、
ガ
イ
ダ
や
ヤ
ー
ク
シ
ェ
フ
ら
の
動
静
を
よ
く
把
握
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
一
一
月
一
七
日
、
ガ
イ
ダ
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
蜂
起
し
た
。
し
か

し
、
ロ
ー
ザ
ノ
フ
側
が
あ
ら
か
じ
め
要
所
を
確
保
し
て
い
た
上
、
連
合
国
軍

の
支
援
が
限
定
的
で
、
ロ
ー
ザ
ノ
フ
に
よ
る
掃
討
に
介
入
し
な
か
っ
た
こ
と

が
大
き
か
っ
た
。
蜂
起
は
ま
も
な
く
ロ
ー
ザ
ノ
フ
政
権
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
、

ガ
イ
ダ
は
負
傷
し
て
国
外
に
逃
亡
し
た︶

₂₇
︵

。

　

秋
に
入
っ
て
一
〇
月
一
二
日
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
滞
在
し
て
い
た
鎌
倉
か

ら
東
京
に
出
て
、
橋
本
虎
之
助
陸
軍
少
佐
（
参
謀
本
部
付
き
、
一
八
八
三
～

一
九
五
二
）、
福
田
参
謀
次
長
、
高
柳
保
太
郎
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
高
級
参
謀
・

陸
軍
少
将
（
一
八
七
〇
～
一
九
二
三
）、
そ
の
他
参
謀
本
部
員
五
人
、
お
よ

び
頭
本
元
貞
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
弘
報
局
主
幹
（
一
八
六
三
～
一
九
四
三
）
と

懇
談
し
た
。

　

こ
の
席
で
、
日
本
側
は
ハ
ル
ビ
ン
に
中
国
の
勢
力
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
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に
懸
念
を
表
し
、
北
満
へ
の
展
開
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
ボ
ル

デ
ィ
レ
フ
の
共
感
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、

オ
ム
ス
ク
政
府
へ
の
借
款
が
成
立
し
な
い
こ
と
の
理
由
を
質
問
し
た
。
政
府

承
認
問
題
が
障
害
に
な
っ
て
い
る
な
ら
、
な
ぜ
承
認
で
き
な
い
の
か
と
。
こ

れ
に
対
し
て
は
、
地
下
資
源
の
開
発
権
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
の
法
制
が
障
害

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
応
答
が
あ
っ
た
。
サ
ハ
リ
ン
の
油
田
開
発
を
含
む
利

権
供
与
問
題
で
合
意
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
か
ら
二
个
月
後
の
一
二
月
一
二
日
付
け
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ド
ヴ
ァ
タ

イ
ザ
ー
』
紙
は
、
頭
本
元
貞
の
論
説
「
ロ
シ
ア
問
題
：
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る

現
在
の
惨
状
と
解
決
法︶

₂₈
︵

」
を
掲
載
し
た
。
こ
の
記
事
は
、元
は
『
国
民
新
聞
』

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
翻
訳
で
、
概
略
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　

わ
た
し
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
弘
報
局
主
幹
と
し
て
、
一
九
一
八
年

一
二
月
以
来
何
度
も
シ
ベ
リ
ア
を
訪
れ
、
最
近
は
オ
ム
ス
ク
に
も
行
っ

て
政
情
を
見
て
き
た
。

　

シ
ベ
リ
ア
軍
は
、
五
月
初
め
は
た
い
へ
ん
順
調
で
、
ウ
ラ
ル
を
越
え

て
進
ん
で
い
た
。
日
本
政
府
が
連
合
諸
国
に
オ
ム
ス
ク
政
府
承
認
を
呼

び
か
け
た
の
は
こ
の
こ
ろ
だ
っ
た
。
し
か
し
武
運
は
続
か
ず
、
シ
ベ
リ

ア
軍
は
ウ
ラ
ル
の
向
こ
う
か
ら
シ
ベ
リ
ア
に
退
却
し
た
。
現
在
の
防
衛

線
は
、
オ
ム
ス
ク
か
ら
遠
く
な
い
。
シ
ベ
リ
ア
軍
が
赤
軍
を
撃
退
し
、

全
ロ
シ
ア
を
統
一
す
る
望
み
は
消
え
た
。

　

オ
ム
ス
ク
軍
の
苦
境
の
原
因
は
多
く
あ
る
が
、
①
参
謀
長
と
、
右
翼

を
担
当
す
る
ガ
イ
ダ
将
軍
の
断
絶
、
②
デ
ニ
キ
ン
軍
と
の
戦
略
的
結
合

の
維
持
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
北
ロ
シ
ア
の
連
合
軍
と
の
連
合
に
力

を
浪
費
し
た
、
③
新
兵
が
多
く
、
訓
練
と
規
律
が
不
足
、
④
将
校
の
数

と
能
力
が
不
足
、
⑤
戦
意
不
足
、
が
大
き
い
。

　

シ
ベ
リ
ア
住
民
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ロ
シ
ア
の
統
一
に
ほ
と
ん
ど
関
心

が
な
く
、
シ
ベ
リ
ア
が
半
独
立
も
し
く
は
自
治
的
民
主
国
に
な
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
徴
兵
の
実
施
は
住
民
に
敵
意
を
生
じ
さ

せ
て
お
り
、
こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
兵
士
に
は
全
く
戦
意
が
な
い
。
イ

ギ
リ
ス
軍
人
の
話
で
は
、
負
傷
し
て
後
方
に
送
ら
れ
る
兵
士
の
八
割
は
、

自
傷
し
た
者
だ
と
い
う
。
こ
れ
で
は
負
け
る
の
が
道
理
で
あ
り
、
一
時
、

前
進
で
き
た
の
は
、
勝
利
し
た
か
ら
で
な
く
、
赤
軍
が
別
の
方
向
に
兵

を
差
し
向
け
た
せ
い
だ
と
い
う
。

　

今
後
、
シ
ベ
リ
ア
に
政
治
的
大
変
動
が
生
じ
る
こ
と
は
必
然
だ
。

　

オ
ム
ス
ク
政
府
は
、
全
ロ
シ
ア
統
一
を
目
指
す
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
派
と
、

シ
ベ
リ
ア
自
治
の
方
に
関
心
が
あ
る
ヴ
ォ
ロ
ゴ
ツ
キ
ー
派
か
ら
成
る
。

昨
年
一
一
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
派
が
主
導
権
を

取
っ
て
ロ
シ
ア
の
統
一
に
注
力
し
て
き
た
が
、
悲
惨
な
敗
北
に
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
は
ど
う
す
る
か
。
い
さ
ぎ
よ
く
辞
職
し
て
誰

か
に
地
位
を
譲
る
か
、
死
ぬ
ま
で
目
標
を
追
求
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
で

あ
ろ
う
。

　

そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
は
、
今
後
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
を
排
除
し
た
シ
ベ
リ
ア

自
治
派
の
政
府
が
成
立
す
る
と
予
想
す
る
。
誰
が
そ
の
ト
ッ
プ
に
就
く
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か
は
予
想
が
難
し
い
が
、
そ
れ
は
、
自
由
主
義
の
原
則
を
と
り
人
民
に

責
任
を
持
ち
、
シ
ベ
リ
ア
の
自
治
を
望
む
シ
ベ
リ
ア
の
多
く
の
人
々
か

ら
歓
迎
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
が
一
二
月
一
二
日
の
掲
載
分
だ
が
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
当
日

の
日
記
に
、
こ
れ
に
強
く
賛
同
す
る
コ
メ
ン
ト
を
書
い
た
。
こ
こ
に
は
「
健

全
化
し
た
諸
州
の
連
合
と
、
内
戦
の
速
や
か
な
終
結
を
通
じ
て
、
統
一
ロ
シ

ア
を
復
興
す
る
理
念
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
特
に
シ
ベ
リ
ア
に
対
し
て
は
、

民
主
的
な
州
政
府
と
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
い
う
連
合
諸
国
と
の
友
好
的
な

協
調
［
が
重
要
］
で
あ
る
。
こ
れ
は
著
者
と
最
初
に
会
っ
た
時
に
わ
た
し
も

ま
た
展
開
し
た
理
念
だ
」
と
。

　

な
お
、
翌
一
九
二
〇
年
一
月
中
旬
、
頭
本
は
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
撤
兵
を
主

張
す
る
意
見
書
を
政
府
に
提
出
す
る
に
至
る︶

₂₉
︵

。

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
著
書
に
見
る
限
り
で
、
こ
の
後
、
日
本
滞
在
中
の
日
本

軍
人
と
の
会
見
は
、
萩
野
末
吉
以
外
多
く
な
い︶

₃₀
︵

。

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
こ
の
後
の
身
の
振
り
方
に
逡
巡
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
崩
壊
後
に
、
極
東
に
「
民
主
的
緩
衝
国
」

が
発
生
す
る
と
い
う
予
想
に
か
け
る
こ
と
に
決
め
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
入
り

を
決
め
た︶

₃₁
︵

。

　

こ
の
こ
ろ
ま
で
に
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
日
本
の
協
力
の
可
能
性
に
期
待

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
日
本
の
官
憲
当
局
の
方
も
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
を
危
険
人
物
と
し
て
観
察

の
対
象
と
し
て
い
た
。
そ
れ
を
示
す
の
が
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
動
静
を
報
告

し
た
警
視
庁
発
一
九
二
〇
年
一
月
一
〇
付
け
文
書
「
外
秘
乙
第
五
号
」
と
い

う
、
外
務
省
記
録
四
・
三
・
二
・
一
「
過
激
派
其
他
危
険
主
義
者
取
締
関
係
雑

件
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
で
あ
る
。

　

こ
の
文
書
は
、
氏
名
不
詳
の
ロ
シ
ア
人
の
観
察
に
よ
る
と
し
て
、
ボ
ル

デ
ィ
レ
フ
の
立
場
と
状
況
を
大
略
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
エ
ス
エ
ル
系
社
会
主
義
者
で
、
シ
ベ
リ
ア
に
エ
ス

エ
ル
系
の
政
権
が
で
き
れ
ば
そ
の
軍
の
中
枢
に
入
る
希
望
が
あ
る
。
デ

ニ
キ
ン
の
と
こ
ろ
に
行
く
と
称
し
て
い
る
の
は
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
で

あ
っ
て
、
実
際
に
行
け
ば
敵
対
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
行

く
筈
が
な
い
。

　

シ
ベ
リ
ア
で
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
が
失
脚
し
エ
ス
エ
ル
の
政
権
が
誕
生
す

れ
ば
、
彼
は
シ
ベ
リ
ア
入
り
す
る
が
、
シ
ベ
リ
ア
が
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
や

日
本
の
影
響
下
に
入
る
場
合
、
彼
は
仲
間
の
い
る
ロ
ン
ド
ン
に
行
く
だ

ろ
う
。

　

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
が
過
激
派
の
勢
力
圏
に
入
る
と
、
今
後
、
セ
ミ
ョ
ー

ノ
フ
が
東
京
ま
で
逃
げ
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
日
本
の
思
う
壺
だ
。

「
ロ
シ
ア
救
援
」
の
名
の
も
と
、
サ
ハ
リ
ン
を
代
償
に
求
め
て
く
る
だ

ろ
う
と
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
見
て
い
る
。

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
日
本
人
は
全
く
信
用
で
き
な
い
と
い
う
。
ロ
シ

ア
の
混
乱
に
乗
じ
、
サ
ハ
リ
ン
の
占
有
と
シ
ベ
リ
ア
資
源
の
租
借
権
を
、

旅
順
の
例
に
倣
っ
て
得
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
、
カ
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ル
ム
ィ
コ
フ
、
ホ
ル
ヴ
ァ
ー
ト
は
、
日
本
が
金
を
出
し
て
い
る
雇
い
人

だ
。
日
本
は
エ
ス
エ
ル
党
を
嫌
っ
て
い
て
、
援
助
す
る
気
は
全
く
な
い︶

₃₂
︵

。

　

ロ
シ
ア
人
か
ら
聞
き
出
し
た
間
接
情
報
で
あ
る
が
、
か
な
り
当
た
っ
て
い

そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
時
、
エ
ス
エ
ル
の
中
が
い
ろ
い
ろ
な
立
場
に
分

裂
し
て
い
た
中
で
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
と
そ
の
仲
間
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ

る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
文
書
か
ら
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
日
本
の
警
察
当

局
や
陸
軍
の
関
係
者
は
、
そ
の
辺
を
理
解
し
な
い
ま
ま
だ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
日
本
の
支
援
に
期
待
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め

た
。
特
に
、
一
一
月
一
九
日
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
日
本
軍
が
ガ
イ
ダ
の
反

乱
の
鎮
圧
に
参
加
し
た
こ
と
は
、
大
き
く
影
響
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
動
乱
の
時
代
で
あ
り
何
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
礼

節
を
保
ち
無
用
の
争
い
を
避
け
、
用
心
深
く
あ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
ボ
ル

デ
ィ
レ
フ
は
、
離
日
一
週
間
前
の
一
月
一
〇
日
、
田
中
陸
相
、
上
原
参
謀
総

長
、
福
田
参
謀
次
長
の
三
人
に
礼
状
を
出
し
、
見
送
り
を
辞
退
し
つ
つ
、
離

日
を
報
告
し
た
と
い
う
。
そ
の
翌
日
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
萩
野
の
来
訪
を
受

け
た
。
こ
の
時
萩
野
は
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
に
「
向
こ
う
は
あ
な
た
を
待
っ
て

い
る
」
と
言
い
ウ
ラ
ジ
オ
行
き
を
促
し
た
。
こ
こ
で
「
事
前
に
陸
相
や
外

相
と
い
く
つ
か
の
点
で
合
意
し
て
お
き
た
い
」
と
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
が
言
う
と
、

萩
野
は
冷
淡
に
な
っ
て
、
大
臣
た
ち
が
最
終
的
な
こ
と
を
発
言
で
き
る
だ

ろ
う
か
。
す
べ
て
は
現
地
で
ウ
ラ
ジ
オ
の
大
井
成
元
司
令
官
（
一
八
六
三
～

一
九
五
一
）
が
説
明
す
る
だ
ろ
う
、
と
述
べ
た
と
い
う︶

₃₃
︵

。

　

こ
の
面
談
の
数
日
後
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
つ
い
に
日
本
を
離
れ
て
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
に
渡
っ
た
。

五
、
日
本
か
ら
帰
国
後
の
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ

　

一
九
二
〇
年
一
月
一
七
日
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
敦
賀
を
発
ち
、
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
に
向
か
っ
た
。
こ
の
時
す
で
に
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
は
倒
れ
、
沿
海

州
で
は
、
革
命
派
が
政
権
を
ロ
ー
ザ
ノ
フ
か
ら
奪
取
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
一
月
一
九
日
に
上
陸
し
た
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
早
速
ロ
ー

ザ
ノ
フ
と
会
談
、
次
い
で
二
一
日
に
大
井
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
司
令
官
と
会
談

す
る
。

　

一
月
三
一
日
の
政
変
で
ロ
ー
ザ
ノ
フ
政
権
は
倒
れ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・

メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
議
長
を
首
班
と
す
る
沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
臨

時
政
府
が
成
立
し
た
。
共
産
党
の
活
動
が
公
然
化
し
、
三
月
に
入
る
と
モ
ス

ク
ワ
が
派
遣
し
た
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ン
ス
キ
ー
（
シ
ビ
リ
ャ
コ
フ
、

一
八
八
八
～
一
九
四
二
）
が
到
着
し
て
ロ
シ
ア
共
産
党
（
ボ
）
中
央
委
員
会

極
東
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
立
ち
上
が
る
。
革
命
派
は
す
で
に
二
月
中
に
ア
ム
ー
ル

州
と
沿
海
州
北
部
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
郡
を
掌
握
し
て
お
り
、
情
勢
は
大
き
く

革
命
派
に
傾
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
情
勢
を
一
変
さ
せ
た
の
が
四
月
四
・
五
日
に
発
生
し

た
沿
海
州
武
力
衝
突
事
件
で
あ
る
。

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
白
軍
、
赤
軍
の
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
営
、
日
本
軍
、
連
合
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諸
国
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
と
話
が
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
こ
う
し
た
激
動
す

る
情
勢
の
中
で
、
独
特
の
存
在
感
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
四

月
の
事
件
以
後
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
実
質
的
な
軍
を
喪
失
し
た
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
政
府
軍
の
総
司
令
官
と
な
り
、
日
本
側
と
の
交
渉
の
と
り
ま
と
め
役

と
し
て
、
鉄
道
線
か
ら
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
へ
の
ロ
シ
ア
軍
の
立
ち
入

り
を
禁
じ
た
四
月
二
九
日
協
定
の
締
結
当
事
者
と
な
る
。

　

同
年
六
月
、
沿
海
州
で
人
民
議
会
が
設
け
ら
れ
る
と
、
議
員
に
当
選
し
て

議
会
人
と
し
て
の
活
動
を
開
始
す
る
一
方
、
改
組
さ
れ
た
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

政
府
の
軍
事
担
当
相
に
就
く
。
さ
ら
に
同
年
一
〇
月
末
、
極
東
共
和
国
組
織

問
題
で
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
政
府
の
代
表
団
が
チ
タ
に
出
発
す
る
と
、
留
守

中
の
閣
議
の
議
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
ザ
バ
イ
カ
ル
を
追
わ
れ
た
カ
ッ
ペ
リ
軍︶

₃₄
︵

が
中
東
鉄
道
を

経
て
沿
海
州
に
入
る
こ
と
を
求
め
る
と
、
ロ
シ
ア
軍
兵
士
を
ロ
シ
ア
が
受
け

入
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
、
閣
議
の
決
定
に
反
し
て
そ
の
入
境
を
許

し
、
閣
僚
を
辞
職
す
る
。

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
そ
の
後
一
時
政
府
か
ら
離
れ
て
い
た
が
、
一
九
二
一

年
五
月
二
六
日
の
政
変
に
よ
り
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
兄
弟
の
政
権
が
成
立
す
る
と
、

首
班
と
な
っ
た
ス
ピ
リ
ド
ン
・
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
（
一
八
七
〇 

～
一
九
五
七
）

の
依
頼
を
受
け
て
日
露
協
議
会
の
議
長
と
な
る
一
方
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
議
員

と
し
て
活
動
す
る
。
し
か
し
、
一
九
二
二
年
六
月
に
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
ミ
ハ
イ

ル
・
デ
ィ
ー
チ
ェ
リ
フ
ス
（
一
八
七
一
～
一
九
四
一
）
を
政
権
首
班
に
招
く

と
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
こ
こ
で
彼
自
身
が
更
迭
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
白
系
政
権
の
終
焉
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

六
、
お
わ
り
に

　

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ホ
ス
キ
ン
グ
は
、
最
近
の
論
文
で
主
に
来
日
ま
で
の
ボ
ル

デ
ィ
レ
フ
に
つ
い
て
論
じ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
見

解
で
は
、
軍
事
力
を
欠
い
た
政
治
は
無
力
だ
が
、
政
治
を
欠
い
た
軍
事
力
は

非
常
に
有
害
で
あ
る
。
彼
の
望
み
は
、
両
者
を
結
び
つ
け
、
一
定
の
人
民
の

付
託
に
依
拠
す
る
政
治
権
力
を
確
保
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
不
幸
に
も
、
他
の

白
軍
の
将
軍
た
ち
で
、
彼
の
信
念
を
共
有
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
樹
立
す
る
こ
と
で
そ
れ
に
近
か
っ
た
の
は

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
だ
っ
た︶

₃₅
︵

」。 

　

し
か
し
、
一
九
一
八
年
一
〇
月
に
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
を
政
権
に
招
き
、

一
九
二
二
年
六
月
に
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
政
権
が
退
陣
す
る
に
当
た
っ
て
デ
ィ
ー

チ
ェ
リ
フ
ス
を
招
請
し
た
の
が
彼
だ
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
皮
肉
で

あ
る
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
民
意
に
よ
る
政
治
と
は
真
逆
の
軍
事
独
裁
体
制

を
招
き
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
自
身
が
そ
こ
か
ら
身
を
退
く
こ
と
に
な
り
、
そ
し

て
ど
ち
ら
の
政
権
も
軍
事
力
を
建
て
直
す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
短
命
に
終

わ
っ
た
。

　

本
論
文
は
、
主
に
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
著
書
に
依
り
つ
つ
、
最
近
の
ロ
シ
ア

で
の
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
彼
が
日
本
に
滞
在
し
た
一
九
一
九
年
と
そ
の

前
後
の
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
活
動
、
お
よ
び
そ
の
日
本
と
の
か
か
わ
り
の
概
観

を
試
み
た
。
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
ロ
シ
ア
陸
軍
に
お
い
て
か
な
り
の
大
物
で
あ

り
、
日
本
陸
軍
は
声
望
あ
る
白
系
将
官
と
し
て
厚
遇
す
る
と
と
も
に
、
コ
ネ
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ク
シ
ョ
ン
を
築
い
て
利
用
し
よ
う
と
模
索
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

そ
の
媒
介
者
と
し
て
、
日
本
の
政
財
界
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
つ
、
ロ
シ
ア

極
東
部
の
実
業
家
が
介
在
し
た
も
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
代
わ
る
政
権
と
し
て
執
政
政
府
の
軍
を
率

い
た
も
の
の
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
政
変
に
よ
っ
て
権
力
を
逐
わ
れ
、
コ
ル

チ
ャ
ー
ク
政
権
崩
壊
後
、
帰
国
し
て
極
東
に
民
主
的
緩
衝
国
の
樹
立
を
目
指

し
た
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
立
場
は
、
日
本
軍
指
導
部
の
志
向
と
合
致
せ
ず
、
相

互
に
多
少
の
連
絡
は
持
ち
つ
つ
も
、
別
々
の
道
を
歩
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
が
再
度
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
入
っ
た
一
九
二
〇
年
一
月
以

降
、
一
九
二
二
年
ま
で
展
開
さ
れ
た
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
と
日
本
と
の
か
か
わ
り

は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
史
研
究
に
お
い
て
さ
ら
に
重
要
な
テ
ー
マ
と
見
ら
れ
る

が
、
別
の
機
会
に
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

註（１
）	 Болды

рев В. Г. Д
иректория, Колчак, интервенты

: воспоминания 

（из цикла “Ш
есть лет” 1917–1922 г. г.

）. Н
овониколаевск, 1925. 

な

お
、
本
論
文
に
お
い
て
、
こ
の
本
の
本
文
を
典
拠
と
す
る
部
分
は
、
日
付
で
該

当
箇
所
が
示
さ
れ
る
た
め
、
基
本
的
に
註
を
省
略
す
る
。

（
２
）	

こ
れ
ま
で
、
日
本
で
は
細
谷
千
博
、
原
暉
之
、
お
よ
び
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
バ
ー

ル
ィ
シ
ェ
フ
の
研
究
で
引
用
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
檜
山
真
一
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
の
実
業
家
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
メ
エ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
［
檜
山
の
表
記
で
は
メ
ー

ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
］
が
、
日
本
滞
在
中
の
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
を
支
援
し
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。
檜
山
真
一
「
知
ら
れ
ざ
る
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
イ
（
二
）」『
窓
』

八
一
号（
一
九
九
二
年
）、三
〇
─
三
三
ペ
ー
ジ
。
ロ
シ
ア
、欧
米
で
も
ボ
ル
デ
ィ	

レ
フ
を
扱
っ
た
研
究
は
多
く
な
い
が
、近
年
に
な
っ
て
、Geoffery H

osking, “A 
D

em
ocratic W

hite G
eneral: V. G

. Boldyrev,” Revolutionary Russia, 29: 2 

（2016

）, pp. 169

─191 

が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
革
命
・
内
戦
期
の
ロ
シ
ア

陸
軍
将
校
の
動
向
を
精
力
的
に
研
究
し
て
い
る
ア
ン
ド
レ
イ
・
ガ
ー
ニ
ン

の
仕
事
に
は
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
深
い
言
及
が

見
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る
。Ганин А. В. П

опы
тки советизации В

оенной 
академ

ии на Д
альнем

 В
остоке в 1920

─1921 гг. // И
з истории  

граж
данской войны

 на Д
альнем

 В
остоке

（1918

─1922 гг.

）: 
сборник научны

х статей. В
ы

п. 6. Х
абаровск, 2013. С

. 79

─108; 
Ганин А. В. «А

кадемическая группировка»: участие в подготовке и 
реализации омского переворота 18 ноября 1918 года // Л

ичность, 
общ

ество и власть в истории России: сборник научны
х статей, 

посвящ
енны

й 70-летию
 доктора исторических наук, профессора  

В. И
. Ш

иш
кина. Н

овосибирск, 2018. С. 272

─294; Ганин А. В. С
емь 

«почему» российской граж
данской войны

. М
осква, 2018. 

（
３
）	

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、Волков Е. В., Егоров Н

. Д., Купцов 
И

. В. Белы
е генералы

 В
осточного ф

ронта граж
данской войны

: 
биографический справочник. М

осква, 2003 

を
参
照
。 

彼
の
裁
判
で

の
言
明
に
つ
い
て
は
、H

osking, “A
 D

em
ocratic W

hite G
eneral,” p. 172.

（
４
）	

ロ
シ
ア
再
生
同
盟
に
つ
い
て
は
、Scott B

. Sm
ith, C

aptives of Revolution: 
the Socialist Revolutionaries and the Bolshevik D

ictatorship, 1918

─

1923, Pittsburgh: U
niv. of Pittsburgh Press, 2011, pp. 38–39 

お
よ
び
註

五
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ス
ウ
ェ
イ
ン
の
論
文
を
参
照
。

（
５
）	

執
政
政
府
の
性
格
と
立
ち
位
置
に
つ
い
て
ス
ウ
ェ
イ
ン
が
興
味
深
い
議
論
を
し

て
お
り
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
立
場
や
人
脈
を
考
え
る
上
で
多
く
の
示
唆
を
含
む
。

G
eoffrey Sw

ain, “The D
em

ocratic C
ounterrevolution R

econsidered,” 
C

hristopher R
ead, Peter W

aldron and A
dele Lindenm

eyr 

（eds.

）,  
Reintegration–The Struggle for the State. 

（R
ussia’s G

reat W
ar and 

R
evolution. v. 3. R

ussia’s H
om

e Front in W
ar and R

evolution, 1914

─
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22. B
ook 4

）Bloom
ington: Slavica, 2018, pp. 403

─424. 

こ
の
時
、
ボ

ル
デ
ィ
レ
フ
に
直
属
の
参
謀
総
長
に
な
っ
た
の
が
、
同
じ
く
参
謀
本
部
陸
軍
大

学
校
の
卒
業
生
で
、
赤
軍
か
ら
移
っ
て
き
た
ば
か
り
の
セ
ル
ゲ
イ
・
ロ
ー
ザ
ノ

フ
陸
軍
中
将
だ
っ
た
。
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
の
成
立
後
二
人
は
別
々
の
道
を
歩

く
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
一
九
七
月
に
ロ
ー
ザ
ノ
フ
は
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
の

沿
海
地
方
長
官
と
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
入
り
、
翌
一
九
二
〇
年
一
月
、
日

本
か
ら
帰
国
し
た
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
と
対
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
６
）	 Ганин. «А

кадемическая группировка». 

内
戦
期
の
ロ
シ
ア
陸
軍
将
校

た
ち
の
大
多
数
は
地
主
制
支
持
者
で
、
特
に
ア
ン
ト
ン
・
デ
ニ
キ
ン
の
南

方
軍
に
お
い
て
そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
将
校
団
の
外

で
は
君
主
政
は
大
方
の
支
持
を
失
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
で
と
り

あ
え
ず
分
裂
を
回
避
す
る
た
め
、
白
系
政
府
に
お
い
て
は
将
来
の
ロ
シ

ア
の
政
体
に
つ
い
て
「
事
前
に
決
定
し
な
い
」
方
針
が
と
ら
れ
、
ボ
リ

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
打
倒
す
る
時
ま
で
と
い
う
こ
と
で
、
問
題
が
封
印
さ
れ
た
。

Ц
ипкин Ю

. Н
. Граж

данская война на Д
альнем В

остоке России: 
ф

орм
ирование антибольш

евистских реж
им

ов и их круш
ение 

（1917–1922 гг.

）. И
зд. 3-е, исправ. и доп. Х

абаровск, 2012. С
. 43. 

し
か
し
、
陸
軍
関
係
者
の
エ
ス
エ
ル
へ
の
不
信
感
は
強
烈
で
、
一
九
一
八

年
一
一
月
の
オ
ム
ス
ク
政
変
を
引
き
起
こ
し
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
を
樹
立
す

る
に
至
っ
た
。

（
７
）	

オ
ム
ス
ク
政
変
の
直
後
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
向
か
う
よ
う
な

発
言
を
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
極
東
に
方
向
を
転
じ
た
状
況
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
た
い
。Болды

рев. Д
иректория, Колчак, 

интервенты
. С

. 531

（
編
集
者В

ениамин Д
авидович В

егман

に
よ
る

註
）。

（
８
）	

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
日
本
滞
在
中
ヴ
ィ
ソ
ツ
キ
ー
と
ギ
ン
ズ
ブ
ル
ク
に

何
度
か
会
っ
て
い
る
が
、
編
集
者
ヴ
ェ
ー
グ
マ
ン
は
、
彼
ら
が
「
日
本

の
上
層
部
」
な
ど
と
の
仲
介
を
行
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
財
界
人
と
見
ら
れ
る
。
極
東
の
経
済
界
と
し
て
、
ボ

ル
デ
ィ
レ
フ
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。Болды

рев. 

Д
иректория, Колчак, интервенты

. С
. 538. 

ま
た
、
註
二
で
述
べ
た
が
、

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
著
書
に
何
度
も
言
及
さ
れ
る
メ
エ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
や

は
り
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
経
済
人
で
、
日
本
滞
在
中
の
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
を
非
常

に
密
接
に
支
援
し
た
。
な
お
こ
の
後
、
メ
エ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
元
サ
ハ
リ
ン

州
知
事
の
ド
ミ
ト
リ
ー
・
グ
リ
ゴ
ー
リ
エ
フ
（
一
八
六
六
～
一
九
三
二
）
に
日

本
で
の
活
動
拠
点
を
提
供
し
、
一
九
二
一
年
五
月
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
政
変
に

よ
っ
て
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
兄
弟
の
沿
ア
ム
ー
ル
臨
時
政
府
が
発
足
す
る
と
、
そ

の
日
本
代
表
と
副
代
表
を
名
乗
る
こ
と
に
な
る
。
外
務
省
記
録
四
・
三
・
一（
要

視
察
人
及
団
体
）
二
─

六
（
露
国
人
之
部
）
第
二
冊
「
外
秘
乙
第
一
七
六
号
」

（
一
九
二
〇
年
七
月
八
日
）、
同
第
四
冊
「
外
秘
乙
第
九
四
一
号
」（
一
九
二
一

年
六
月
二
三
日
）
等
を
参
照
。

（
９
）	

当
時
、
荒
木
は
ウ
ラ
ジ
オ
特
務
機
関
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
参
謀
本
部
編
『
大

正
七
年
乃
至
十
一
年
西
伯
利
出
兵
史
』（
復
刻
版
下
巻
）
新
時
代
社
、
一
九
七
二

年
。「
第
一
巻
附
表
・
附
図　

復
刻
版
（
上
）」
中
の
「
附
表
第
二
十
六
其
二　

西
伯
利
及
北
満
洲
出
動
諸
部
隊
職
員
表
」（
ペ
ー
ジ
番
号
な
し
）。
な
お
、
荒
木

と
シ
ベ
リ
ア
出
兵
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、Takeshi Tom

ita, “G
eneral 

A
raki R

econsidered: H
is V

iew
s on R

ussia and W
arfare during 

W
orld W

ar I and the Siberian Intervention,” D
. W

olff, S. Yokote, W
. 

Sunderland (eds.), Russia’s G
reat W

ar and Revolution in the Far East: 
Re-im

agining the N
ortheast Asian Theater, 1914–22, B

loom
ington: 

Slavica, 2018, pp. 153–173.

富
田
武
「
荒
木
貞
夫
の
ソ
連
観
と
ソ
連
の
対

日
政
策
」『
成
蹊
法
学
』
六
七
号
（
二
〇
〇
八
年
）一
五
─
六
五
ペ
ー
ジ
、
お
よ

び
「
荒
木
貞
夫
の
口
述
記
録
─
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
つ
い
て
」『
近
代
中
国
研

究
彙
報
』
四
二
号
（
二
〇
二
〇
年
）
に
筆
者
が
付
し
た
解
題（
三
八
─
四
六
ペ
ー

ジ
）
を
参
照
。

（
10
）	
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
彼
は
す
で
に
一
月
二
日
に
ク
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
と
面
会
し
、
日
本
滞
在
中
そ
の
後
少
な
く
と
も
一
月
一
四
日
、
同
一
六
日
、

同
二
五
日
、
一
一
月
二
一
日
の
計
五
回
面
会
し
て
い
る
。
ま
た
、
離
日
前
の

一
二
月
一
三
日
に
手
紙
を
出
し
た
と
い
う
。

（
11
）	

中
島
正
武
陸
軍
少
将
は
、
一
九
一
九
年
一
月
一
五
日
中
将
に
進
級
し
参
謀
本
部
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第
二
部
長
に
転
任
し
た
。
同
年
四
月
一
日
、
総
務
部
長
兼
第
二
部
長
と
な
る
が
、

同
年
七
月
二
五
日
第
二
師
団
長
（
仙
台
）
に
転
出
し
た
。

（
12
）	

ロ
シ
ア
陸
軍
の
将
校
。
一
九
一
八
年
ウ
ス
リ
ー
・
カ
ザ
ー
ク
軍
団
の
ア
タ
マ
ン

と
な
り
、
同
年
八
月
に
シ
ベ
リ
ア
出
兵
が
始
ま
る
と
カ
ザ
ー
ク
部
隊
を
率
い
て

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
入
っ
た
。

（
13
）	

ツ
ィ
プ
キ
ン
に
よ
る
と
、
こ
の
人
物
は
も
と
も
と
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
実
業
家
で
、

そ
の
後
コ
ル
ニ
ロ
フ
の
副
官
を
務
め
た
経
歴
を
持
つ
と
い
う
。
日
本
で
ボ
ル

デ
ィ
レ
フ
と
面
会
し
「
日
露
協
定
」
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
後
、
同
年
四
月
に

は
オ
ム
ス
ク
に
現
れ
た
。
こ
の
時
、
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
の
客
車
内
で
シ
ベ
リ
ア
・

カ
ザ
ー
ク
軍
団
の
代
表
と
反
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
・
ク
ー
デ
タ
ー
の
相
談
を
し
た

が
、
協
議
は
不
調
に
終
わ
っ
た
と
い
う
。Ц

ипкин. Граж
данская война. 

С
. 44. 

ま
た
、
デ
ニ
ス
・
リ
ャ
ホ
フ
は
、
一
九
二
〇
年
一
月
末
に
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
に
成
立
し
た
臨
時
沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
政
権
に
対
し
て
、
同

年
三
月
に
ア
メ
リ
カ
領
事
館
は
、
ザ
ヴ
ォ
イ
コ
の
編
ん
だ
ロ
シ
ア
憲
法

案
を
示
し
た
と
述
べ
る
。Л

яхов Д. А. Н
ебольш

евистские модели 
политического устройства Д

альнего В
остока России 

（конец 
1919

─1922 гг.

）. Х
абаровск, 2015. С

. 64; Ц
ипкин. Граж

данская 
война. C

. 156. 

ま
た
、
同
年
末
に
ク
ル
バ
ー
ト
フ
は
再
び
来
日
し
、
横
浜

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
止
宿
し
た
。
外
務
省
記
録
四
・
三
・
一（
要
視
察
人
及

団
体
）二
─

六（
露
国
人
之
部
）第
三
冊「
外
秘
乙
第
七
一
五
号
」（
一
九
二
〇

年
一
二
月
二
日
）、
同
「
外
秘
乙
第
二
八
号
」（
一
九
二
一
年
一
月
一
二

日
）。
沢
田
和
彦
『
白
系
ロ
シ
ア
人
と
日
本
文
化
』
成
文
社
、
二
〇
〇
七

年
、二
七
六
ペ
ー
ジ
、お
よ
び
沢
田
和
彦
『
日
露
交
流
都
市
物
語
』
成
文
社
、

二
〇
一
四
年
、
一
二
八
ペ
ー
ジ
に
彼
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
な
お
沢
田
は

彼
の
本
名
を
「
フ
ル
ハ
ト
フ
」
と
し
て
い
る
。

（
14
）	

一
九
一
八
年
一
一
月
、
神
野
勝
之
助
（
一
八
六
八
～
一
九
二
八
）
の
後
任
と
し

て
大
蔵
省
理
財
局
長
と
な
り
、
臨
時
西
比
利
亜
経
済
援
助
委
員
会
の
委
員
を

引
き
継
い
だ
。『
西
比
利
亜
経
済
援
助
ノ
概
要
：
創
立
後
一
年
間
ノ
事
務
報
告
』

（
西
比
利
亜
経
済
援
助
調
査
書 

第
一
七
号
）
外
務
省
西
比
利
亜
経
済
援
助
部
、

一
九
一
九
年
、
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
15
）	

カ
ザ
ー
ク
出
身
の
ロ
シ
ア
陸
軍
将
校
。
二
月
革
命
後
の
一
九
一
七
年
七
月
に
ロ

シ
ア
軍
総
司
令
官
に
任
命
さ
れ
る
が
、
翌
八
月
臨
時
政
府
に
反
乱
を
起
こ
し
て

失
敗
。
逮
捕
さ
れ
た
が
、
十
月
革
命
後
に
釈
放
さ
れ
、
同
じ
く
陸
軍
の
軍
人
で

あ
る
カ
レ
ー
ジ
ン
ら
と
も
に
義
勇
軍
を
起
こ
し
て
白
系
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た

が
、
一
九
一
八
年
四
月
に
戦
死
し
た
。

（
16
）	

コ
ル
ニ
ロ
フ
と
同
じ
く
カ
ザ
ー
ク
出
身
の
ロ
シ
ア
陸
軍
将
校
。
一
九
一
六
年
に

陸
軍
騎
兵
大
将
に
進
級
し
た
。
二
月
革
命
に
反
抗
的
で
ド
ン
地
方
に
左
遷
さ
れ

る
が
、
ド
ン
軍
管
区
の
軍
団
ア
タ
マ
ン
に
選
出
さ
れ
る
。
コ
ル
ニ
ロ
フ
の
反
乱

を
支
持
し
て
臨
時
政
府
か
ら
解
任
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
軍
団
の
支
持
を
背
景
に

居
座
っ
た
。
そ
の
後
十
月
革
命
が
起
こ
る
と
臨
時
政
府
へ
の
忠
誠
を
表
明
し
、

コ
ル
ニ
ロ
フ
ら
と
白
系
運
動
を
進
め
た
が
、
カ
ザ
ー
ク
軍
団
の
支
持
が
得
ら
れ

ず
、
一
九
一
八
年
一
月
に
自
殺
し
た
。

（
17
）	

目
賀
田
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
開
始
直
後
の
一
九
一
八
年
八
月
に
発
足
し
た
臨
時

西
比
利
亜
経
済
援
助
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い
た
。
な
お
、
外
務
省
か
ら

松
岡
洋
右
（
一
八
八
〇
～
一
九
四
六
）
が
こ
の
委
員
会
に
入
り
、
実
務
を
担
当

し
た
。
原
暉
之
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
：
革
命
と
干
渉
一
九
一
七
─
一
九
二
二
』
筑

摩
書
房
、
一
九
八
九
年
、
四
〇
八
ペ
ー
ジ
。
細
谷
千
博
『
ロ
シ
ア
革
命
と
日
本
』

（
近
代
日
本
外
交
史
叢
書 

四
）
原
書
房
、
一
九
七
二
年
、
一
二
八
ペ
ー
ジ
。

（
18
）	

細
谷
『
ロ
シ
ア
革
命
と
日
本
』
第
三
章
「
日
本
と
コ
ル
チ
ャ
ク
政
権
承
認
問
題
」。

特
に
そ
の
一
二
〇
─
一
三
六
ペ
ー
ジ
。

（
19
）	

ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
本
の
注
釈
に
よ
る
と
、
副
官
の
グ
コ
フ
ス
キ
ー
が
コ
ル

チ
ャ
ー
ク
に
持
参
し
た
と
い
う
。Болды

рев. Д
иректория, Колчак, 

интервенты
. С

. 541.

（
20
）	 «Борьба с больш

евизмом...является общ
им делом всех культурны

х 
стран»: записка генерал-лейтенанта В

. Г. Болды
рева. М

арт 
1919 г. // И

сторический архив. №
 1. 2013. С

. 76

─78; H
osking, “A

 
D

em
ocratic W

hite G
eneral,” pp. 183

─184

を
参
照
。

（
21
）	

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
註
六
を
参
照
。

（
22
）	 Болды

рев. Д
иректория, Колчак, интервенты

. С
. 540

─541.



22『ロシア史研究』105号

（
23
）	 Болды

рев. Д
иректория, Колчак, интервенты

. С
. 238

─239.

チ
タ
は
、

サ
バ
イ
カ
ル
の
都
市
で
、
当
時
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
の
根
拠
地
に
な
っ
て
い
た
。

（
24
）	 “R

ussian People in D
esperate Position: G

round N
ow

 betw
een 

B
olshevism

 and Political R
eactionaries, Says G

en. B
oldyreff

─R
ights 

of M
asses Ignored by B

oth

─Form
er C

om
m

ander-in-C
hief A

gainst 
B

olsheviks Says N
either Faction C

an W
in,” The Japan Advertiser, 

A
ugust 9, 1919, p. 10. 

（
25
）	 Aргунов A. М

еж
ду двумя больш

евизмами. Paris, 1919. 

（
26
）	 Болды

рев. Д
иректория, Колчак, интервенты

. С
. 239

─240. 

ど
の
よ

う
な
計
画
に
参
加
を
打
診
さ
れ
た
の
か
興
味
深
い
が
、
具
体
的
な
記
述
が

な
い
。

（
27
）	 Ц

ипкин. Граж
данская война. С

. 138
─140.

（
28
）	 M

otosada Zum
oto, “The Problem

 of R
ussia: C

ause of the Present 
C

alam
ities in Siberia and the C

ure,” The Japan Advertiser, D
ecem

ber 
12, 1919, p. 6 and D

ecem
ber 13, 1919, p. 6. 

元
の
記
事
は
、『
国
民
新
聞
』

一
九
一
九
年
一
〇
月
六
日
二
面
お
よ
び
同
月
一
三
日
三
面
の
「
月
曜
論
壇
」

に
「
露
西
亜
問
題
（
上
）
西
伯
利
政
局
」、「
露
西
亜
問
題
（
下
）
終
局
の

解
決
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
が
頭

本
と
会
っ
た
時
期
に
当
た
る
。

（
29
）	

原
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
』
五
〇
九
─
五
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
30
）	

す
べ
て
の
日
付
に
対
し
て
記
事
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
著
書
に
示

さ
れ
た
限
り
で
は
、
萩
野
が
一
一
月
一
五
日
（
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
み
だ
が

推
定
）、
同
二
一
日
、
同
二
六
日
、
一
二
月
五
日
、
同
八
日
、
一
九
二
〇

年
一
月
一
一
日
の
計
六
回
、
他
は
、
一
二
月
一
三
日
高
橋
少
佐
（
名

は
不
詳
）、
一
九
二
〇
年
一
月
一
〇
日
桑
木
崇
明
中
佐
（
一
八
八
五
～

一
九
四
五
）、
一
月
一
二
日
再
び
桑
木
中
佐
が
す
べ
て
で
あ
る
。
な
お
、

記
事
の
内
容
か
ら
見
て
、
桑
木
は
中
島
の
後
任
と
し
て
参
謀
本
部
総
務
部

長
に
就
い
た
武
藤
信
義
陸
軍
中
将（
一
八
六
八
～
一
九
三
三
）の
使
い
だ
っ

た
と
見
ら
れ
る
。

（
31
）	

マ
ル
セ
イ
ユ
行
き
の
船
の
切
符
を
購
入
し
た
も
の
の
、
乗
船
し
な
か
っ
た

と
い
う
。Болды

рев. Д
иректория, Колчак, интервенты

. С
. 294. 

な

お
、ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
の
著
書
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、

彼
が
教
官
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
ニ
コ
ラ
イ
陸
軍
大
学
校
が
ト
ム
ス
ク
か
ら
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
疎
開
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
一
九
一
九
年
一
一
月
に
三

本
の
列
車
に
分
乗
し
て
ト
ム
ス
ク
を
出
発
し
、
そ
の
最
初
の
二
本
が
一
二

月
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
到
着
し
て
い
た
。
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は
、
当
時
も

員
外
教
授
と
し
て
大
学
校
に
一
定
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
て
、
大
学
校

の
存
在
を
自
分
の
政
治
的
資
源
と
し
て
期
待
し
た
に
違
い
な
い
。Ганин. 

П
опы

тки советизации.

を
参
照
。

（
32
）	

外
務
省
記
録
四
・
三
・
二（
過
激
派
及
不
逞
団
）一
─
四
─
二（
露
国
）よ
り「
外

秘
乙
五
号
」（
一
九
二
〇
年
一
月
一
〇
日
）。

（
33
）	 Болды

рев. Д
иректория, Колчак, интервенты

. С
. 292

─293.

（
34
）	

ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
カ
ッ
ペ
リ
（
一
八
八
三
～
一
九
二
〇
）
は
、
ロ
シ
ア
陸

軍
の
将
校
。
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
末
期
の
一
九
一
九
年
一
二
月
に
東
部
戦

線
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
氷
の
行
軍
」
中
に
健
康
を
害

し
て
一
九
二
〇
年
一
月
に
死
去
し
た
。
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
消
滅
後
、
シ

ベ
リ
ア
か
ら
極
東
に
移
動
し
て
き
た
そ
の
旧
政
府
軍
は
、
彼
の
名
を
取
っ

て
カ
ッ
ペ
リ
軍
と
呼
ば
れ
た
。

（
35
）	 H

osking, “A
 D

em
ocratic W

hite G
eneral,” p. 173.


